
日
本
共
産
党
の
市
政
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
戦
争
法
に
７
６
・
９
％

が
反
対
。
賛
成
の
10
倍
で
す
。
市

民
か
ら
た
く
さ
ん
の
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

戦
争
法
（
安
保
法
制
）
に

◇
賛
成

７
・
６
％

◇
反
対

７
６
・
９
％

◇
わ
か
ら
な
い

１
０
・
０
％

◇
そ
の
他

４
・
６
％

愛
西
市
水
道
（
佐
織
・
八
開
地

区
）
の
水
道
料
金
を
、
来
年
４
月

か
ら
平
均
８
・
03
％
値
上
げ
（
佐

織
地
区
12
・
14
％
値
上
げ
、
八
開

地
区
６
・
92
％
の
値
下
げ
）
す
る

こ
と
が
、
賛
成
多
数
で
決
ま
り
ま

し
た
。
日
本
共
産
党
は
反
対
し
ま

し
た
。

今
回
、
水
道
料
金
の
設
定
方
式

を
佐
織
地
区
に
統
一
。
八
開
地
区

の
基
本
水
量
も
10
㎥
の
小
量
使
用

者
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
し
た
。

ま
の
和
久
議
員
は
今
回
の
値
上

げ
に
つ
い
て
一
般
質
問
で
追
及
。

加
入
者
分
担
金
を

収
益
的
収
入
へ
の
移
管
せ
よ

「
料
金
値
上
げ
の
前
に
経
営
努

力
を
す
べ
き
」
と
、
８
３
０
万
円

（
平
成
26
年
度
）
あ
る
加
入
者
分

担
金
を
黒
字
の
資
本
的
収
入
か
ら

赤
字
の
収
益
的
収
入
へ
移
管
す
る

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

県
と
の
交
渉
を

ま
た
、
「
県
と
の
基
本
水
量
契

約
は
８
９
０
０
㎥
／
日
（
平
成
26

年
１
日
最
大
７
３
６
５
㎥
）
を
10

年
前
の
７
９
０
０
㎥
／
日
ま
で
引

き
下
げ
れ
ば
、
１
５
０
０
万
円
以

上
軽
減
で
き
る
」
こ
と
を
示
し
、

値
上
げ
見
直
し
を
求
め
ま
し
た
。

筋
の
通
っ
た
「
ま
の
」
提
案

そ
れ
に
対
し
、
市
は
、
「
累
積

赤
字
や
今
後
の
耐
震
改
修
な
ど
」

を
理
由
に
、
筋
の
通
っ
た
真
野
議

員
の
提
案
に
応
え
ず
「
値
上
げ
」

を
強
行
す
る
答
弁
を
し
ま
し
た
。

基
本
水
量
契
約
変
更

「
県
と
協
議
を
進
め
た
い
」

ま
の
議
員
が
、
再
度
「
県
企
業

庁
と
承
認
基
本
水
量
の
引
き
下
げ

な
ど
、
給
水
料
金
の
引
き
下
げ
交

渉
を
」
と
筋
の
通
っ
た
提
案
に
上

下
水
道
部
長
は
、
「
協
議
を
進
め
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真
野
和
久
市
議
会
議
員

(

２
６)

１
４
６
５

加
藤
敏
彦
市
議
会
議
員

(

２
８)

３
６
９
６

河
合
克
平
市
議
会
議
員

(

２
５)

７
７
０
２

〔発行〕
日本共産党

愛西市委員会

「戦争法（安保法制）廃止の国民連合政府」実現を

４
月
か
ら
平
均
８
％
値
上
げ

「
経
営
努
力
な
い
」
と
共
産
党
批
判

財
源
は
あ
る

値
上
げ
見
直
し
を

まの和久

議員

日本共産党は、戦争法（安保法制）が強行採決された９月19日、「戦争法（安保法制）

廃止の国民連合政府」を実現しようと呼びかけました。

戦争法廃止の一点で一致するすべての政党・団体・個人が共同して安倍内閣を倒そう。

一致する野党が選挙協力を行おうと提案しています。

八開地区
少量使用者は負担軽減

日本共産党の提案実る

日本共産党は、合併時から
①八開地区の基本水量を10㎥に引下げる。
②値上げせず、まず佐織地区の水道料金
に統一する。

の2点をを提案してきましたが、一部実現
しました。

自
民
党
に
違
和
感

自
民
党
の
お
か
し
な
世
の
中

作
り
に
、
多
く
の
人
が
違
和
感

を
感
じ
て
い
る
と
お
も
い
ま
す
。

わ
た
く
し
は
戦
う
た
め
に
息
子

を
産
み
育
て
た
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

佐
屋
小
学
区

女
性
Ｔ
さ
ん

共
産
党
と
民
主
党
が
連
帯
を

自
民
党
よ
り
は
憲
法
を
改
悪

し
な
い
民
主
党
の
方
が
良
い
と

思
う
。
次
の
選
挙
で
は
自
民
党

政
権
を
倒
す
た
め
民
主
党
と
連

携
し
て
（
共
産
党
も
議
席
が
増

え
る
）
新
し
い
政
権
を
樹
立
し

て
く
だ
さ
い
。

佐
屋
小
学
校
区

匿
名

争
い
に
加
担
す
る
の
は
誤
り

暴
力
的
な
争
い
に
は
、
仲
介

に
入
り
和
平
に
努
力
す
べ
き
。

争
い
に
加
担
す
る
の
は
誤
り
で

あ
る
。
国
会
議
員
た
る
も
の
は

憲
法
を
守
る
義
務
が
あ
る
は
ず
。

草
平
小
学
区

匿
名

安
倍
さ
ん
を
辞
め
さ
せ
て

孫
、
子
供
が
、
戦
争
に
巻
き

込
ま
れ
な
い
よ
う
願
い
ま
す
。

安
倍
さ
ん
は
や
め
て
ほ
し
い
。

好
き
勝
手
で
は
困
る
。
腹
が
立

つ
。
共
産
党
は
し
っ
か
り
反
対

し
て
ほ
し
い
。

佐
屋
小
学
校
区

匿
名

共
産
党
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も

戦
争
法
に
77
％
が
反
対

愛西市水道料

収入が増えない

のに値上げ困る！

戦
争
法
廃
止
の
署
名
に
ご
協
力
を

シ
ー
ル
ズ
な
ど
の
参
加
す
る
「
総
が
か
り
行
動

実
行
委
員
会
」
が
２
０
０
０
万
人
署
名
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。



て
い
き
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

か
と
う
敏
彦
議
員
は
、
昨
年
か

ら
漏
水
の
た
め
利
用
で
き
な
い
佐

屋
プ
ー
ル
の
代
替
案
と
し
て
、
今

年
度
無
料
開
放
さ
れ
た
佐
屋
西
小

学
校
の
プ
ー
ル
の
利
用
状
況
を
質

し
、
学
校
プ
ー
ル
の
無
料
開
放
を

他
地
区
で
も
行
う
よ
う
求
め
ま
し

た
。

か
と
う
敏
彦
議
員

平
成
23
年
に
、
佐
織
地
区
の
緑

苑
プ
ー
ル
が
廃
止
さ
れ
た
。
今
回
、

佐
屋
西
小
で
プ
ー
ル
開
放
が
行
わ

れ
た
が
、
他
地
区
で
も
学
校
プ
ー

ル
の
開
放
を
。

教
育
長

学
校
プ
ー
ル
の
開
放
は
、
ま
だ

始
め
た
ば
か
り
の
事
業
だ
。
利
用

状
況
や
費
用
面
も
含
め
検
証
す
る
。

か
と
う
敏
彦
議
員
は
、
「
友
引

で
も
総
合
斎
苑
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
」
と
の
市
民
の

声
を
紹
介
し
、
友
引
の
利
用
や
総

合
斎
苑
を
利
用
で
き
ず
に
他
の
市

町
の
火
葬
場
を
利
用
し
た
場
合
の

差
額
補
て
ん
を
提
案
し
ま
し
た
。

市
民
生
活
部

長
は
、
「
今
の

と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い
」
と
答

え
ま
し
た
。

河
合
か
っ
ぺ
い
議
員
は
、
「
国

民
健
康
保
険
は
社
会
保
障
。
誰
も

が
安
心
し
て
医
療
に
か
か
れ
る
よ

う
に
市
か
ら
の
繰
入
を
増
額
し
て
、

高
い
負
担
割
合
の
引
き
下
げ
を
」

と
負
担
が
大
変
重
い
国
民
健
康
保

険
税
の
軽
減
を
求
め
ま
し
た
。
。

「
繰
り
入
れ
の
増
額
」

市
が
拒
否

市
は
、
「
繰
入
れ
は
一
般
会
計

の
財
政
を
圧
迫
し
、
市
民
生
活
に

影
響
を
及
ぼ
す
」
と
繰
入
増
額
を

否
定
し
ま
し
た
。

子
育
て
世
帯
大
変
！

子
供
を
産
む
と
増
税
に

河
合
か
っ
ぺ
い
議
員

厚
生
労
働
省
は
子
ど
も
多
い
世

帯
の
保
険
税
軽
減
に
つ
い
て
そ
の

方
針
を
固
め
た
と
報
道
が
あ
っ
た
。

子
ど
も
を
産
む
と
増
税
に
な
る

国
民
健
康
保
険
で
、
子
育
て
世
帯

の
負
担
を
増
や
す
ば
か
り
で
な
く
、

５
０
０
０
万
円
の
財
政
支
援
を
利

用
し
、
子
育
て
世
帯
を
支
援
し
て

は
ど
う
か
。
６
月
議
会
で
ま
の
和

久
議
員
へ
の
答
弁
で
は
１
５
８
０

万
円
で
で
き
る
と
あ
っ
た
。
前
倒

し
て
行
っ
て
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長

現
時
点
で
は
、
国
か
ら
具
体
的

な
内
容
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
国

か
ら
の
方
針
を
ま
っ
て
か
ら
と
考

え
る
。

夕
張
市
と
は
違
い

「
愛
西
市
財
政
、
健
全
」

市
の
財
政
に
つ
い
て
、
河
合
か
っ

ぺ
い
議
員
が
、
「
市
は
、
お
金
が

な
い
と
い
う
が
、
最
近
、
市
民
か

ら
、
愛
西
市
の
財
政
は
、
夕
張
市

並
み
か
と
聞
か
れ
る
。
ど
う
な
の

か
」
と
質
問
。

企
画
部
長
は
、
「
平
成
26
年
度

決
算
審
査
の
意
見
書
で
早
期
健
全

化
基
準
に
ふ
れ
る
状
況
で
は
な
く
、

健
全
な
財
政
で
あ
る
と
認
め
る
と

の
意
見
を
も
ら
っ
て
い
る
」
と
否

定
し
ま
し
た
。

河
合
か
っ
ぺ
い
議
員
は
、
佐
屋

小
学
校
プ
ー
ル
が
利
用
直
前
に
漏

水
が
発
覚
し
利
用
で
き
な
か
っ
た

問
題
で
、
管
理
の
徹
底
を
求
め
る

と
と
も
に
、
「
こ
の
地
域
は
、
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
、
水
害
に
あ

う
可
能
性
が
高
い
。
児
童
の
着
衣

水
泳
体
験
や
、
水
泳
力
の
向
上
は

必
須
だ
。
市
内
の
学
校
プ
ー
ル
に

つ
い
て
、
計
画

的
な
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
、
長
寿
命

化
を
図
っ
て
い

く
必
要
性
が
あ

る
の
で
は
な
い

か
」
と
質
問
。

市
長
は
、
「
市
内
の
学
校
プ
ー

ル
は
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

今
一
度
、
維
持
管
理
方
法
に
つ
い

て
は
確
認
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

今
後
の
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て

は
、
多
額
の
費
用
が
か
か
り
、
現

在
の
状
況
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

は
難
し
い
」
と
学
校
プ
ー
ル
の
廃

止
の
可
能
性
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
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子
ど
も
の
多
い
世
帯
の

国
保
税
減
免
を

全
小
学
校
で

学
校
プ
ー
ル
の
開
放
を

かとう敏彦

議員

河合かっぺい

議員

【
日
本
共
産
党
議
員
の
一
般
質
問
】

どうしたらいいの？「マイナンバー」

近くマイナンバーの通知が届きますが、どう考えたらよ

いのでしょうか？ 佐屋町70代男性Ｓ

先日、津島市で学習会がありました。参考にしてください。

対策① 個人番号カードの発行申請はしない
個人情報漏えいは、防ぐことはできません。なりすましも

同様。個人番号カードの発行申請を行わないことで、少しで

もリスクの回避ができます。マイナンバー制度が浸透しなけ

れば、運用もされません。個人番号カードの発行申請をしな

くても、罰則はありません。

対策② 個人番号（マイナンバー）は伝えない書かない
税金に関することなどで、マイナンバーの通知を求められ

ますが、税務書類に記載なくても罰則（ペナルティ）はなく、

受理されます。（国税庁Ｑ＆Ａより）

市会議員 河合かっぺい

読者ニュース2000号達成記念

もとむら議員の国政報告会

旧佐織町で、

全戸に配布す

る民報が作ら

れて50年、

旧佐屋町で読

者ニュースが

始まって46

年たち、今回

2000号を突破しました。

これを記念し、昨年末に当選した「もと

むら伸子衆議院議員」が愛西市文化会館で

国政報告会を行いました。

友
引
で
も

総
合
斎
苑
の
利
用
を

庁
舎
に
は
多
額
な
費
用

プ
ー
ル
修
理
に
は
出
さ
な
い
の

講演するもとむら伸子議員

身
近
な

学
校
プ
ー
ル
の
解
放
を

親
子
で
夏
休
み
に
泳
ご
う
と

思
っ
て
も
、
身
近
な
と
こ
ろ
で

泳
ぐ
と
こ
ろ
が
な
い
。

学
校
に
プ
ー
ル
が
あ
る
の
だ

か
ら
、
す
べ
て
の
小
学
校
プ
ー

ル
を
使
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

立
田
地
区

女
性
Ｎ


